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備すべき機能を考察すると共に、 CG、 VR (バーチャル・リアリティ)、インターネット技術等によるシステムを開発






















(2)問題解決のために、既存の CG の枠組みを拡張した新たな支援システムの枠組みを整備している。さらに、 CG、
VR、ネットワーク技術を駆使した支援システムの開発が行われ、支援システムの技術ノウハウや、支援システムを使
った設計経験が具体的に述べられている。
(3)構築された支援システムにより、これまで試みることができなかった設計手法を一つの設計に適用することが可
能であったことを説明している。そして、このような試みの積み重ねが夜間景観デザインを取り巻くすべての問題解
決に繋がっていくことに有用であることを明かにしている。
以上のように、本論文は、夜間景観デザインの必要性を述べるとともに、特に夜間景観デザインの抱えるメディア
の問題に着目し、その問題解決のために支援システムを構築し、設計への適用を通してその有効性を明らかにしてお
り、環境工学の発展に寄与する所大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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